
学校長先生
音楽ご担当先生

　弊社発行の「中学生の音楽 ２・３下 教師用指導書」（令和 7年度～）につきまして、下記の訂正がございます。ご採用いただい
ている先生方にご迷惑をおかけいたしますことを深くお詫び申し上げます。
　誠に恐縮ではございますが、当該箇所につきましてご指導の際にご留意いただきますようお願い申し上げます。
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アコーディオン：マルセル アッツォーラ
他

タンゴ：「エル チョクロ」
DISC 4

参

楽曲・

アコーディオン：マルセル アッツォーラ
他

タンゴ：「エル チョクロ」
DISC 4

参

演奏者について
タンゴは、19世紀後半にアルゼンチンの首都ブ

エノスアイレス近郊に起こったダンス音楽で、今日

ではポピュラー音楽とも結び付き、世界的に親しま

れている。タンゴの基本的な演奏形態は、ヴァイオ

リン、バンドネオン、ピアノ、コントラバスを中心

とした６～７人のバンドによるものである。このよ

うな編成の楽団は「オルケスタ ティピカ」と呼ばれ

る。これよりも小さい編成は「コンフント」と総称

され、３人の「トリオ」、４人の「クアルテート」、

５人の「キンテート」などがある。その他、ヴァイ

オリン６人とバンドネオン６人にピアノやコントラ

バスを加えた中編成や、さらに大きな編成のものま

である。また、ヨーロッパのタンゴでは、アコー

ディオンや弦楽合奏などを用いる場合がある。

「エル チョクロ」とは、スペイン語で「とうもろこ

し」を意味する。アルゼンチンのギタリストで歌手

や作曲家としても活躍したアンヘル ビジョルド

（Ángel Villoldo　1861～1919）による作品である。

演奏家によって様々な歌詞で歌われるが、楽器のみ

でも演奏される。

演奏者のマルセル アッツォーラ（Marcel Azzola　

1927～2019）は、フランス出身のアコーディオン

奏者。イヴ モンタンやエディット ピアフらシャン

ソン歌手との共演の他、ツアーやアルバムの制作、

映画音楽への参加など幅広く活躍した。

耳でたどる音楽史（日本）

→本書p.148 耳でたどる音楽史─日本編─

現地録音

声明「観
かん

音
のん

宝
ほう

号
ごう

」 DISC 4

教 参

声明について
仏教儀式で僧侶により唱えられる声楽で、仏教発

祥の古代インドのサンスクリットを指す「梵語」や、

その中国語訳の「漢語」のものと、日本語によるも

のもある。古くは「梵
ぼん

唄
ばい

」とも呼び、「声明」とは古

代インド伝来の文字や声を明らかにする学問という

意味である。東大寺の大仏開
かい

眼
げん

供
く

養
よう

会
え

(752)で行わ

れた記録があり、平安時代に天台宗や真言宗などの

密教とともに普及した。鎌倉時代以降の各宗派でも

天台声明の影響を受けたものが行われている。声明

の主な形式には四
し

箇
か

法要（唄
ばい

、散
さん

華
げ

、梵
ぼん

音
のん

、錫
しゃく

杖
じょう

）、

伽
か

陀
だ

、梵語讃、漢語讃などの他、日本語による和

讃、表
ひょう

白
びゃく

、讃
さん

歎
だん

、教化、論
ろん

義
ぎ

などがある。日本の伝

統芸能、特に語り物芸能に与えた影響も大きい。

（森重行敏）

楽曲について
お水取りとして知られる東大寺「修

しゅ

二
に

会
え

」は14日

間、1日6回の儀式があるが、その中の「悔
け

過
か

作法」

と呼ばれる儀礼で唱えられる声明の一つに「観音宝

号」がある。会場である二月堂の本尊「観
かん

自
じ

在
ざい

菩
ぼ

薩
さつ

」

の仏名（宝号、尊号などと呼ぶ）の前に「南
な

無
む

」（帰依

を表す言葉）を付けて、何十回も唱えることを基本

とする。唱えられる機会により細かな式次第がある

が、最初は「南
な

無
む

観
かん

自
じー

在
ざい

菩
ぼー

薩
さー

」を繰り返すうちに「南

無観自在」に変わり、最後は「南無観」と短くなって

いく。「頭
とう

」というリーダーが短く唱えるものに式

衆が答えるように進むが、両者はしだいに重なって

エドムンド ロス楽団

ルンバ：
「マイアミ ビーチ ルンバ」

DISC 4

参

楽曲・演奏者について
ルンバは、キューバのアフリカ系住民の間で生ま

れたラテン音楽や舞踊のことである。コンガ系の片

面太鼓、ウッドブロック、クラベスといった楽器が

用いられる。

「マイアミ ビーチ ルンバ」は、アメリカのピアニ

ストであるアーヴィング フィールズ（Irving Fields　

1915～2016）が1946年に作曲した。

演奏者のエドムンド ロス（Edmundo Ros　1910～

2011）はトリニダード・トバゴの演奏家である。イ

ギリスで、ラテン音楽のバンドを結成するなど活躍

をみせた。

エドムンド ロス楽団

マンボ：「マンボ No.5」
DISC 4

参

楽曲について
マンボとは、もともとキューバ音楽の曲中で、細

かいリズムを繰り返す部分、あるいはその部分を繰

り返して即興演奏を行うモントゥーノという形式を

基に発展した演奏スタイルを指す。

しかし、マンボという言葉が広まったのは、

キューバ出身のピアニスト、ペレス プラード（Pérez 

Prado　1922〔16、17、25年という説もある〕～1989）

がマンボの名を付けて発表した、２つの楽曲の大

ヒットによるところが大きいだろう。一つは「エル 

マンボ」、そしてもう一つが1950年代にマンボ旋風

を巻き起こすきっかけとなった「マンボ No.5」であ

る。

プラードは、インストゥルメンタルのアップ テ

ンポなビッグ バンド アレンジにマンボを当ては

め、メキシコの管楽器奏者を起用して、独自のス

ピード感とダイナミズムが渦巻く新しいサウンドを

生み出した。ジャズのアレンジを大胆に取り入れな

がらも、リズムは完全にキューバ風である。ブレイ

クの部分での「ウッ！」という掛け声など、底抜け

に明るくエネルギッシュに展開される。

日本でも、1956年に初来日したペレス プラード

楽団が火付け役となり、空前のマンボ ブームが巻

き起こった。同楽団は、以降何度も来日して聴衆を

楽しませている。

エドムンド ロス楽団

サンバ：「ブラジル」 DISC 4

参

楽曲について
「ブラジル」は1939年に発表された歌で、原題は

「Aquarela do Brasil（ブラジルの水彩画）」である。サ

ンバの代表的な曲として知られ、1942年にブラジ

ル、翌年にアメリカで公開されたディズニー映画

「ラテン アメリカの旅」の中で使用されたほか、

1985年公開のイギリス映画「未来世紀ブラジル」で

はメイン テーマとして全編にわたって使用された。

ブラジルの歌手でギタリストのジョアン ジルベル

トによってボサ ノヴァにもアレンジされている。

鑑賞用CDには楽器のみによる演奏を収録してい

る。

作曲者のアリ バホーゾ（Ary Barroso　1903～

1964）は、ブラジルの作曲家でピアニストとしても

活躍した人物である。

3年鑑賞用CD-4 収録曲
CD番号（DCT-3674）鑑賞教材の楽曲解説
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演奏者について
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５人の「キンテート」などがある。その他、ヴァイ

オリン６人とバンドネオン６人にピアノやコントラ

バスを加えた中編成や、さらに大きな編成のものま

である。また、ヨーロッパのタンゴでは、アコー

ディオンや弦楽合奏などを用いる場合がある。

「エル チョクロ」とは、スペイン語で「とうもろこ

し」を意味する。アルゼンチンのギタリストで歌手
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た。
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の主な形式には四
し

箇
か

法要（唄
ばい

、散
さん

華
げ

、梵
ぼん

音
のん

、錫
しゃく

杖
じょう

）、

伽
か

陀
だ

、梵語讃、漢語讃などの他、日本語による和

讃、表
ひょう

白
びゃく

、讃
さん

歎
だん

、教化、論
ろん

義
ぎ

などがある。日本の伝

統芸能、特に語り物芸能に与えた影響も大きい。

（森重行敏）

楽曲について
お水取りとして知られる東大寺「修

しゅ

二
に

会
え

」は14日

間、1日6回の儀式があるが、その中の「悔
け

過
か

作法」

と呼ばれる儀礼で唱えられる声明の一つに「観音宝

号」がある。会場である二月堂の本尊「観
かん

自
じ

在
ざい

菩
ぼ

薩
さつ

」

の仏名（宝号、尊号などと呼ぶ）の前に「南
な

無
む

」（帰依

を表す言葉）を付けて、何十回も唱えることを基本

とする。唱えられる機会により細かな式次第がある

が、最初は「南
な

無
む

観
かん

自
じー

在
ざい

菩
ぼー

薩
さー

」を繰り返すうちに「南

無観自在」に変わり、最後は「南無観」と短くなって

いく。「頭
とう

」というリーダーが短く唱えるものに式

衆が答えるように進むが、両者はしだいに重なって

エドムンド ロス楽団

ルンバ：
「マイアミ ビーチ ルンバ」

DISC 4

参

楽曲・演奏者について
ルンバは、キューバのアフリカ系住民の間で生ま

れたラテン音楽や舞踊のことである。コンガ系の片

面太鼓、ウッドブロック、クラベスといった楽器が

用いられる。

「マイアミ ビーチ ルンバ」は、アメリカのピアニ

ストであるアーヴィング フィールズ（Irving Fields　

1915～2016）が1946年に作曲した。

演奏者のエドムンド ロス（Edmundo Ros　1910～

2011）はトリニダード・トバゴの演奏家である。イ

ギリスで、ラテン音楽のバンドを結成するなど活躍

をみせた。

エドムンド ロス楽団

マンボ：「マンボ No.5」
DISC 4

参

楽曲について
マンボとは、もともとキューバ音楽の曲中で、細

かいリズムを繰り返す部分、あるいはその部分を繰

り返して即興演奏を行うモントゥーノという形式を

基に発展した演奏スタイルを指す。

しかし、マンボという言葉が広まったのは、

キューバ出身のピアニスト、ペレス プラード（Pérez 

Prado　1922〔16、17、25年という説もある〕～1989）

がマンボの名を付けて発表した、２つの楽曲の大

ヒットによるところが大きいだろう。一つは「エル 

マンボ」、そしてもう一つが1950年代にマンボ旋風

を巻き起こすきっかけとなった「マンボ No.5」であ

る。

プラードは、インストゥルメンタルのアップ テ

ンポなビッグ バンド アレンジにマンボを当ては

め、メキシコの管楽器奏者を起用して、独自のス

ピード感とダイナミズムが渦巻く新しいサウンドを

生み出した。ジャズのアレンジを大胆に取り入れな

がらも、リズムは完全にキューバ風である。ブレイ

クの部分での「ウッ！」という掛け声など、底抜け

に明るくエネルギッシュに展開される。

日本でも、1956年に初来日したペレス プラード

楽団が火付け役となり、空前のマンボ ブームが巻

き起こった。同楽団は、以降何度も来日して聴衆を

楽しませている。

エドムンド ロス楽団

サンバ：「ブラジル」 DISC 4

参

楽曲について
「ブラジル」は1939年に発表された歌で、原題は

「Aquarela do Brasil（ブラジルの水彩画）」である。サ

ンバの代表的な曲として知られ、1942年にブラジ

ル、翌年にアメリカで公開されたディズニー映画

「ラテン アメリカの旅」の中で使用されたほか、

1985年公開のイギリス映画「未来世紀ブラジル」で

はメイン テーマとして全編にわたって使用された。

ブラジルの歌手でギタリストのジョアン ジルベル

トによってボサ ノヴァにもアレンジされている。

鑑賞用CDには楽器のみによる演奏を収録してい

る。

作曲者のアリ バホーゾ（Ary Barroso　1903～

1964）は、ブラジルの作曲家でピアニストとしても

活躍した人物である。

3年鑑賞用CD-4 収録曲
CD番号（DCT-3674）鑑賞教材の楽曲解説
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DISC 4
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楽曲・

バンドネオン：アストル ピアソラ
他

タンゴ：「エル チョクロ」
DISC 4

参

演奏者について
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ではポピュラー音楽とも結び付き、世界的に親しま
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とした６～７人のバンドによるものである。このよ
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る。これよりも小さい編成は「コンフント」と総称
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2

DISC 4
	 ポピュラー音楽

❶ ロック：「ウィウィル ロックユー」ブライアンメイ 作詞・作曲	 02:23
 　　　　　　  ※権利（原盤権）の都合上、クイーンの演奏ではなくザ・ストラッツによるカヴァーを収録しています。

❷ ジャズ：「モーニン」ボビー ティモンズ 作曲	 09:33

❸ ボサノヴァ：「おいしい水」ヴィニシウスジ モライス作詞／アントニオカルロスジョビン作曲	 02:18

他のポピュラー音楽
④	ジャズ：「聖者の行進」スピリチュアル	 04:22

⑤	ルンバ：「マイアミビーチ ルンバ」アーヴィングフィールズ 作曲 02:32

⑥	マンボ：「マンボ No.5」ペレスプラード作曲	 02:16

⑦	サンバ：「ブラジル」アリバローゾ 作曲	 02:25

⑧ タンゴ：「エル チョクロ」アンヘルビジョルド作曲	 01:53

〈演奏〉
❶ザ・ストラッツ
❷アート・ブレイキー＆ザ・ジャズメッセンジャーズ
❸アストラッド・ジルベルト（Vo）ほか
④ルイ･アームストロング（Tp）ほか
⑤〜⑦エドムンド･ロス楽団
⑧マルセル・アッツォーラ（Acc）ほか
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